
1するＡＭＤＡの

､そして将来は…

齢

齢

茂
　
　
　
　
　
　
　
す
が
な
み
し
げ
る
（
ｔ
）

　
9
5
年
は
こ
の
人
な
し
に
は
語
れ
な
い
。
　
…

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
・
費
波
茂
。
1
0
余
年
に
ね
　
…

な
り
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
會
率
い
て
き
た
そ
の
人
物
　
一

に
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
の
嬰
い
を
筒
い
て
み
た
。

Ｉ
Ｉ
職
神
大
輯
災
に
続
い
て
サ
ハ
リ
ン

大
業
災
と
、
糾
年
の
Ａ
Ｍ
Ｏ
為
の
靖
癩
に

は
麹
を
糞
儀
・
・
・
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ａ
と
は
ど
の
よ
う
な
輦
糞
を
持
つ

団
体
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
救
援
に
、
西
日
木
ア

ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
蚕
か
ら
医
師
で
あ

る
払
と
２
衆
の
医
学
生
が
駆
け
つ
け
な
が

ら
何
も
で
参
な
か
っ
た
と
い
う
悔
し
い
経

麟
が
発
端
に
な
ぅ
て
い
る
ん
ぐ
す
ね
。
原

因
は
、
複
線
の
情
報
と
礎
材
胤
か
・
な
か
っ

４
Ｊ
'
ｊ
４
'
４
'
４
４
･
４
ｔ
･
"
"
４
≒
私
だ
６
は
・

医
学
生
の
時
代
’
に
ア
ジ
ア
各
国
の
團
学
生

と
友
人
関
係
を
広
げ
で
。
情
報
収
集
や
受

け
皿
に
な
っ
て
く
れ
る
・
拠
点
を
作
る
こ
と

ｊ ｙ ｈ ｔ t ｐ ： ／ ／ ｗ ｗ ｗ ． ２ ｅ･ . . ･ I ・ ● . ‘ S I ● ●

菅
波
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
１
９
８
４
年
に
発
　
　
ｆ
　
け
皿
に
な
っ
て
く
れ
る
・
拠
点
を
作
る
こ
と
　
Ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ア
ジ
ア
Ｓ
ｔ
‐
Ｓ
２
　
‐
Ｆ

：

=
ｒ
‐
７
‐
･
皺
泰
微
推
戴
療
漸
鋤
と
い
う
と
、

足
し
た
、
民
間
の
一
際
協
力
団
体
で
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
に
し
ま
し
た
。
ぞ
の
人
脈
を
　
‘
=
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｏ
ｅ
ｌ
ｒ

ｚ
　
ｌ
　
Ｓ
Ｓ
Ｕ
)
斬
Ｌ
’
い
の
が
職
神
大
群
誓
『
、
サ
ハ

す
。
そ
の
原
点
は
さ
ら
に
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
に
も
秦
く
　
　
　
リ
ン
大
輪
讃
で
の
・
績
で
す
ね
。

９
７
９
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ヽ
　
ノ
゛
’
　
　
　
　
べ
頂
作
　
腸
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　
｛
　
曹
波
　
え
え
。
特
に
9
0
年
代
に
入
り
で
か

内
戦
で
タ
イ
国
に
避
難
し
た
　
　
　
　
／
／
Ｆ
　
　
　
　
　
／
　
．
Ｊ
ノ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
か
あ
　
　
　
ら
、
ク
ル
ド
湾
岸
喊
争
・
娩
沢
軟
嫡
ブ
ロ
ジ

訟
’
¨
…
…
緊
‥
］
］
、
‥
Ｊ
’
一
匹
‐
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
識
鮨
　
　
″
　
霞
１

１
１

１ １

…
…
皿
…
…
…
…
一
…
…
…
一
一

ｖ
ｖ

旱

」
梢
催

」

¨
い
ー

三

濯
廬
摺
凄
詣
…
…
…
遭
眉
越
慾
…
…
…
Ｊ
…
…
・
〃
ヽ
‘
一
一
¨
’
‘
・
一
一
¨
“
一
¨
’
”
¨
或
”
’
　
　
こ
。
。
。
　
　
　
　
　
　
　
！
－
”
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
つ
　
・
’
・
Ｊ
四
］
’

一
ｒ
’
一
ｌ
ｊ
ｊ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
か
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
♂
一
一
一
ｊ
ｒ
■
　
ｊ
■
■
■
　
　
一
丿
一
■
Ｉ
■
ふ
・
Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■
■
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

１
９
４
６
年
、
広
島
生
ま
れ
。
岡
山
大
学
Ｓ
学
部
大
学
院
卒
。
泡
麟
窮
セ
ン
タ

ー
榊
原
病
院
勤
務
を
経
て
、
6
1
年
、
岡
山
市
橋
津
に
菅
波
内
科
一
院
開
業
。

8
4
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
を
設
立
。
自
ら
も
イ
ン
ド
や

ネ
パ
ー
ル
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
珊
動
を
鱗
け
て
い
る
。

活
用
す
れ
ば
、
将
来
ア
ジ
ア
で
医
療
協
力

洒
動
か
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

　
夢
は
大
み
か
っ
た
の
で
す
が
。
爽
初
の

活
動
ぱ
練
虞
な
ら
・
の
で
し
な
″
私
た
ち
は

友
人
作
り
の
た
め
の
圃
嘩
金
縁
兪
蓼
ね
、

や
り
と
ア
ジ
ア
の
僕
蝉
心
Ｉ
ふ
ｔ
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
床
が
っ
な
Ｉ
９
８
４
″
Ｔ
に
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
齢
が
し
か
お
り
で
す
。
朧
夜
令

銭
は
。
Ｈ
木
膚
内
の
約
７
０
０
・
參
奮
禽
め

　
　
　
　
　
　
　
　
て
ア
ジ
ア
1
6
カ
陶
に
い
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１

！
＼
。
‐
。
‐
･
皺
泰
微
推
戴
療
漸
鋤
と
い
う
と
、

り
ま
す
が
、
そ
の
申
で
も
珍
し
い
医
療
分

野
を
専
門
と
す
る
多
国
籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ん
で

す
。
活
動
内
容
と
し
で
映
国
内
で
は
東

京
と
大
阪
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
障
鷹
俸
情
報
セ

ン
タ
『
－
恵
一
・
廬
も
で
森
Ｈ
外
一
天
の
医
療

・
柳
麟
奢
禽
鳥
。
凍
鳶
海
外
や
は
繁
奏
執
債

醜
愉
濤
朔
蟻
－
そ
し

て
Ｊ
－
ｃ
Ａ
Ｉ
ニ
事
業

委
託
な
ど
兪
行
な
り
で
り
旱
す
。
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傷
參
ｔ
聡
ブ
ゼ
ナ
ツ
ポ
爽
拒
檜
表
被
災
扱
散
　
一
　
先
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
礁
一
味
も
ち
ろ
ん
　
｛
　
　
Ｊ
園
醸
貴
髪
贅
Ｕ
Ｏ
庫
裏
ｊ
Ｆ
馳
春
蘭
樽

　
柵
屋
爾
ヲ
群
秤
・
募
夕
れ
．
ル
カ
ｙ
夕
難
民
　
一
　
で
す
が
、
岡
山
と
し
て
鉢
－
・
　
｝
’
ｋ
リ
９
Ｌ
鶯
い
泰
ｔ
。
・
躾
傘
１
Ｌ
ぞ

上
蕎
Ｉ
奮
爾
ア
轄
騨
考
タ
ド
な
君
な
尺
世
　
一
　
で
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
．
　
　
　
い
　
い
暴
勇
ぱ
プ
大
麦
醤
新
入
購
尹
ｔ
ご
馥
函

倉
寿
癖
争
こ
喬
鼻
雄
松
壽
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
多
国
　
一
　
菅
波
　
ご
存
知
の
通
り
サ
ハ
リ
ン
大
観
災
三
一
　
纏
着
今
－
ヾ

・
叢
讐
雅
春
暴
ｔ
１
�
れ
る
く
ら
い
、
世
　
一
　
の
際
に
は
、
岡
山
S
S
1
1
S
I
S
4
4
;
;
!
s
　
l
.
.

.

.

.

.
4
1
S
功
尋
稀
ｔ
、
夥
奉
れ
Ｌ
ｔ
巣
石
肩
彝

鯵
饗
植
謬
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
　
一
　
ロ
シ
ア
か
ら
ジ
ヱ
．
ト
機
影
チ
ャ
ー
タ
ー
　
作
　
虞
七
４
ぺ
に
し
な
い
『
や
す
ね
１
１
　
ノ

ご
レ
％
み
・
シ
ボ
豺
デ
雛
艮
で
の
失
敗
は
活
　
　
す
る
こ
と
が
で
気
医
師
今
医
療
物
資
な
　
一

か
参
れ
た
ノ
敵
い
今
こ
れ
で
す
ね
．
　
　
　
一
　
ど
を
乗
せ
て
岡
山
空
港
を
飛
び
怠
ち
ま
し
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
゛
・

Ｉ
　
ゝ
第
慄

朧
凛
―

S
S
S
S
S
S
i
*
S
I
¥
･
¥
S

I
　
l
　
i
4
リ
人
そ
る
）
も
ち
ろ
ｆ
－
－
第
一
－
嵩
木

Ｉ
奄
稼
溝

じ
か
し
Ｊ
・
’
昧
押
大
震
災
ま
で
　
　
一

－
な
く

‘
Ｉ
Ｉ
し
齢
卜
ｗ
降
参
な
こ
と
に
、
日
本
国
　
一

ｉ
ｌ
し
齢
Ｆ
ｗ
残
本
な
こ
と
に
、
日
本
国

内
鶯
め
Ａ
Ｍ
一
Ｄ
Ａ

へ
め
算
筆
は
、
こ

れ
奉
で
と
て
も
薄

齢
う
た
ね
い
え
ま

・
す
群
‐
1
1
本
鄭
を
置

く
陶
山
で
泰
え
も

Ｉ
。
そ
し
て
皮
肉

に
も
そ
の
名
を
知

ら
し
め
た
の
が
、

初
の
国
内
緊
急
救

揖
鳳
療
濤
動
と
な

り
た
阪
神
大
震
災

と
は
・
…

菅
波
　
私
は
9
5
年

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本

社
会
に
認
知
さ
れ

た
大
切
な
年
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

阪
神
大
震
災
の
恐

怖
も
冷
め
や
ら
ぬ

５
月
末
に
起
き
た
サ
ハ
リ
ン
の
地
震
で

は
、
痛
み
を
知
る
阪
神
地
区
の
方
た
ち
を

含
め
、
多
く
の
人
々
か
ら
募
金
な
ど
素
早

い
ご
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
″
相
互
理

解
、
相
互
支
援
、
相
互
幸
せ
″
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
我
々
が
理
念
と
す
る
「
良
き
医
療
、

良
き
将
来
」
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。

岡
山
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
拠
点
に

岡
山
空
港
を
国
際
貢
獣
基
地
に

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
う
世
界
に
誇
れ
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
本
部
を
置
く
岡
山
。
こ
れ
か
ら

検
で
サ
ハ
リ
ン
に
入
っ
て
い
る
）
。
も
ち
ろ
　
１
　
］
‐
’
‐
‐
Ｓ
～
～
Ｗ
Ｓ
ｔ

ん
こ
れ
は
異
例
の
チ
ャ
ー
タ
ー
ー
便
で
、
普
　
一
　
聡
息
貪
、
そ
し
て
曇
肖
に
は
繭
本
人
と
し

通
な
ら
申
請
か
ら
許
可
が
降
り
る
ま
で
３
　
一
　
て
初
め
て
『
。
ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
賞
』
・
肴
受

カ
月
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
わ
ず
か
３
日
で
　
｝
　
賞
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
賞
が
贈
ら
れ
た

こ
と
で
も
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
満
曙
ぶ
り
が

う
か
が
え
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
ど
う

い
っ
た
活
動
を
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

菅
波
　
こ
れ
ら
の

各
賞
に
加
え
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
で
聞
か

れ
た
国
連
経
済
社

会
理
事
会
Ｎ
Ｇ
Ｏ

部
会
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
国
連
の
認
定

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
資
格
に
は
３
ラ

ン
ク
あ
り
ま
す
が
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
理
事

離
陸
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
救
急
救
援
活
動
に
大
型
航
空
機
を

飛
ば
し
た
、
歴
史
的
な
第
一
歩
で
し
た
。

こ
の
先
岡
山
空
港
が
、
様
々
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

緊
急
救
援
活
動
に
必
要
な
人
材
や
医
療
物

資
、
そ
の
他
勇
物
資
を
被
災
地
や
紛
争
が

続
く
地
域
に
向
け
て
飛
ば
す
こ
と
が
で
き

る
、
ア
ジ
ア
唯
一
の
国
際
貢
献
基
地
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を

推
進
す
る
仝
」
を
発
足
し
、
岡
山
を
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
世
界
の
拠
点
に
し
よ
う
と
、
地
方
自

治
体
国
際
緊
急
救
援
団
を
創
設
し
た
り
、

j●

仝
で
の
発
言
権
と
決
議
権
の
あ
る
「
カ
テ

ゴ
リ
ー
Ｈ
」
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
国
連
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
基
に
し
た
提
言
を
広
く
世
界
に
訴
え

て
い
き
な
が
ら
、
２
年
後
に
は
政
策
提
言

権
の
あ
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
」
の
取
得
を

目
指
し
た
い
で
す
ね
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
教
育
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際

大
学
構
想
で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
大
学
は

世
界
で
も
ま
だ
珍
し
い
の
で
す
が
、
現
場

か
ら
得
ら
れ
た
経
験
、
情
報
、
知
恵
を
学

問
体
系
に
し
て
現
場
に
還
元
し
て
い
き
た

い
の
で
す
。
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の珊勣齢麟。

誉

とび出せ!AMDA

AMOA-ｱｼﾞｱ一連朧雄一酪

　ご菅波茂著∧

　阪神大里災でのAMOAの懸巣輔

告と防災へめ提言を攘1部でiｶﾝﾎﾞ

ｼﾞｱやﾙﾜﾝﾀﾞなど紡●地区での細

民裁量活動の記録を摺２舗で纏介。

ﾙﾜﾝﾀﾞからの証言

難民救援医療活動レポート
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　援助大国とはいえ､一議的なNG□

に比べると組織は小さく財政的にも鴉

L1日本のＮＧＯが､劣悪な環境の申で

ルワンダ童昂のために活１した記録。
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焉
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『
岡
山
の
誇
り
じ
ゃ
』
と
親
が
よ
Ｉ
つ
た
Ｓ

j●

ｒ
ド
」

害
に
関
す
る
何
か
の
団
体
じ
や
ね
ん
。

お
医
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さ
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集
ま
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だ
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